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安
全
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
発
足

市
立
武
蔵
野
会
琴
運
営
協
議
会

専
門
部
会

（
安
全
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
）
発
足

会
館
が
オ
ー
プ
ン
し
て
七
ケ
月
轟
過

し
ま
し
た
。
あ
い
ス
ポ
ッ
ト
と
い
う
愛
称

も
徐
々
に
浸
透
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

皆
様
の
ご
利
用
が
、
日
に
日
に
増
え
て
い

る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。
座
間
会
長
に
協

議
会
の
近
況
を
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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叶
小
⊥
小
小
山
叶
」
十
十
撃
さ
せ

苧
堂
買
う
く
l
，寧
員
金
森
産

児
董
・
量
礎
の
《
轟
守
り
の
自
｝
舎

五
月
二
十
七
日
に
市
立
武
蔵
野
会
館
運

営
協
議
会
第
一
回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
運
営
協
議
会
と
し
て
は
十
一
月
三
日
設
立

以
来
約
五
ケ
月
の
期
間
で
し
た
の
で
、
充
分
な

活
動
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
市
立
会
館
と

し
て
初
め
て
の
、
運
営
協
議
会
に
よ
る
一
部
管

理
・
運
営
を
行
う
こ
と
か
ら
、
「
親
し
く
利
用
し

易
い
会
館
の
管
理
・
運
営
」
を
、
ま
ず
第
一
に

進
め
て
参
り
ま
し
た
。
お
蔭
様
で
大
変
大
勢
の

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
利
用
さ
れ
る
会
館
と
し
て

ス
タ
ー
ト
で
き
た
も
の
と
、
ご
協
力
に
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

そ
の
他
二
部
計
画
に
不
十
分
で
終
わ
っ
た

も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
活
動
計
画
の
中
の
「
地

域
の
課
題
を
検
討
し
、
対
応
す
る
専
門
部
会

設
置
」
に
つ
き
ま
し
て
以
下
ご
報
告
い
た
し
ま

す。
当
協
議
会
に
、
専
門
部
会
と
し
て
、
去
る
二

月
下
旬
「
安
全
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
を
設
け

協
力
し
て
く
れ
る
方
を
呼
び
か
け
て
ま
い
り
ま

し
た
。
既
に
約
八
十
名
の
協
力
申
し
出
に
接
し

厚
く
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
さ
ら
に
拡
充
し
て
ま
い
り
た
い
と
、
引
き
続

き
皆
様
の
重
ね
て
の
ご
協
力
を
お
廉
い
す
る
次

第
で
す
。
児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
は
、
学
校
や
保

護
者
の
み
で
は
限
界
が
あ
り
、
各
地
で
地
域
ぐ

る
み
の
対
応
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
ご
の
地
域
も

そ
の
例
外
で
は
な
く
、
今
後
長
続
き
す
る
体
制

を
作
る
た
め
に
は
、
地
域
で
生
活
さ
れ
て
い
る
、

い
ろ
い
ろ
な
方
々
や
、
会
社
、
工
場
、
商
店
な
ど

に
も
ご
協
力
い
た
だ
か
な
く
て
は
で
き
な
い
こ

と
と
考
え
ま
す
。

新
年
度
を
迎
え
委
員
会
と
し
て
は
、
六
月

十
日
に
、
先
行
し
て
活
動
を
開
始
し
て
い
る
武

蔵
野
小
学
校
P
T
A
関
係
約
一
九
〇
名
の
皆

様
と
も
ど
も
、
一
堂
に
会
す
る
打
合
せ
会
を
開

き
、
今
後
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
し
た
い
と
ご
案

内
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
出
席
・
ご
参

加
下
さ
い
。
（
別
記
参
照
）

尚
、
協
力
貞
申
込
書
は
会
館
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。
蟹
の
触
、
新
し
い
年
度
の

活
動
に
つ
い
て

●
会
館
祭
り
の
実
施
（
一
周
年
に
む
け
て
）

十
一
月
三
日
設
立
一
周
年
を
迎
え
ま
す

が
、
市
立
武
蔵
野
会
館
運
営
協
議
会
構
成
団

体
を
中
心
と
す
る
地
域
の
皆
様
に
参
加
協
力

し
て
い
た
だ
き
「
会
館
寮
り
」
を
実
施
し
た
い
と

計
画
し
て
い
ま
す
。
今
後
「
（
仮
称
）
会
館
祭
り

実
行
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
て
内
容
な
ど
検

討
し
て
参
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
一
層

地
域
の
共
通
課
題
に
取
り
組
む
力
を
育
ん
で

い
け
る
よ
う
期
待
い
た
し
ま
す
。

●
広
報
活
動
の
充
実
や
事
務
局
の
整
備

二
年
目
に
入
り
少
し
ず
つ
活
動
も
広
が
っ
て

参
り
ま
す
の
に
伴
い
、
大
勢
の
人
達
へ
の
P
R
や

参
加
・
協
力
が
必
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で

広
報
活
動
を
活
発
化
す
る
た
め
広
報
委
員
会

の
立
ち
上
げ
検
討
や
、
事
務
局
の
体
制
整
備

も
必
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
ご
の
面
で
も
皆

様
の
ご
協
力
を
お
顔
い
い
た
し
ま
す
。



00b年（あいすぽっ

活
動
実
績
報
告

四
・
一
　
①
会
館
名
公
募
（
広
報
）

（
教
育
委
員
会
）

四
・
八
　
　
①
一
六
年
度
会
計
決
算
報
告

②
協
議
会
会
則
の
検
討

（役員会）

四
二
一
十
二
①
協
議
会
会
則
の
検
討

②
会
館
運
営
に
つ
い
て

③
十
七
年
度
補
助
金
申
請
に
つ
い
て

（役員会）

五
・
四
　
　
①
協
議
会
会
則
の
検
討

②
新
年
度
準
備
会
構
成
員
（
会
員
）

に
つ
い
て

（役員会）

五
・
二
〇
　
①
協
議
会
会
則
（
案
）
作
成

②
そ
の
他
運
営
関
係
検
討

五
・
二
十
四
①
会
館
名
「
武
蔵
野
L
内
定
に
つ
い
て

（
教
育
委
員
会
）

②
愛
称
名
要
望

（役員会）

六
・
十
六
　
①
会
館
名
公
布
決
定

「
武
蔵
野
」
（
議
会
）

②
会
館
運
営
関
係
検
討

③
他
市
会
館
見
学
会
に
つ
い
て

（役員会）

六
二
一
十
五
①
会
館
運
営
等
の
検
討

②
建
設
環
場
見
学

（役員会）

七
二
〇
　
①
立
川
市
こ
ぶ
し
会
館
、

昭
島
市
富
士
見
会
館
見
学
会（全体会）

七
・
十
六
　
①
立
川
市
天
王
構
会
館
、

昭
島
市
富
士
見
会
館
見
学
会（全体会）

七
・
十
六
　
①
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
と
情
報
交
換

⑳
会
場
使
用
に
つ
い
て
の
教
育
委
員
会
の

考
え
方
（
中
間
）

⑨
全
体
会
の
開
催
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル

㊨
準
備
会
ニ
ュ
ー
ス
発
行
に
つ
い
て（役員会）

七
・
二
十
九
①
準
備
会
l
盲
－
ス
原
椀
（
特
に
愛
称
、

管
理
員
募
集
に
つ
い
て
）

②
所
謂
コ
ミ
ュ
l
芋
イ
ル
ー
ム
に
つ
い
て

③
全
体
会
議
蓮

㊥
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

（役員会）

八
・
一
〇
　
①
準
備
会
l
ニ
ー
ス
の
発
行

②
協
議
会
会
則
（
秦
）
承
認

八
・
十
二
　
①
管
理
員
採
用
関
係

（全体会）

（役員会）

八
二
一
十
二
◎
協
議
会
設
立
麓
会
と
記
念
事
業
に
つ
い
て

（役員会）

九
二
〇
　
①
会
館
見
学
会
（
二
回
、
三
十
六
名
）

②
管
理
員
採
用
面
談
（
四
名
）

③
協
議
会
設
立
絵
会
と
記
念
事
業
に
つ
い
て

（
全
体
会
）
（
役
員
会
）

九
・
十
五
　
①
管
理
員
採
用
決
定

②
全
体
会
の
打
合
せ

（役員会）

九
二
一
十
三
①
管
理
員
初
勤
務
日
対
応
に
つ
い
て

◎
全
体
会
の
打
合
せ

（役員会）
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あいす鮎と　200b年（事虞I＿8年）　5月27日

l
T
二
十
五
①
安
全
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
立
ち
上

げ
に
つ
い
て
の
説
明

②
報
貴
管
理
員
と
の
打
合
せ
、
工
業

団
地
協
力
会
と
の
打
合
せ
）

（全体会）

l
T
二
十
七
①
管
理
員
と
の
打
合
せ
会
（
第
二
回
）

（
市
三
課
協
議
会
役
員
）

三
÷
九
　
安
全
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
第
一
回
）

1
委
員
の
紹
介
2
協
力
員
申
込
み

状
況
3
今
後
の
活
動
予
定

（委員）

《協力

鼻
打
合
せ
会
》

享
十
九
　
会
館
利
用
者
懇
談
会
奮
一
回
）

参
加
十
八
団
体
二
十
一
名

（
市
三
課
協
議
会
役
員
）

市
立
武
蔵
野
会
館
運
営
協
議
会

会
館
利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
ご
理
解
こ

協
力
い
た
だ
き
有
撃
つ
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
会
館
オ
ー
プ
ン
後
、
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
・

多
く
の
皆
様
に
ご
利
用
頂
い
て
お
り
ま
し
て
、
部
屋
に

ょ
っ
て
は
、
最
近
取
り
に
く
い
状
況
も
し
ば
し
ば
見
ら

れ
ま
す
。

利
用
者
が
増
え
て
ま
い
り
ま
し
た
の
に
伴
い
、
駐
車
問

題
が
出
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
皆
様
に
、
是
非
ご
理
解

頂
き
、
管
苧
運
営
が
円
滑
に
行
わ
れ
ま
す
よ
う
ご
協

力
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

1
．
道
路
上
へ
の
駐
車
禁
止
の
励
行

天
月
か
ら
駐
車
違
反
の
取
締
り
が
強
化
さ
れ
ま
す
。
）

近
隣
住
居
の
方
や
、
交
通
の
妨
げ
に
な
り
・

警
察
に
通
報
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
出
て
い
ま
す
の

お
守
り
下
さ
い
。
駐
車
場
を
利
用
さ
れ
る
方

は
、
受
付
で
「
駐
車
許
可
証
妄
受
け
取
り
・
ダ

ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
に
掲
示
し
て
下
さ
い
。

2
．
着
車
の
場
合
は
、
上
図
の
よ
う
な
場
所
の
有
料

駐
車
場
を
ご
利
用
下
さ
い
。

主
催
安
全
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
武
蔵
野
小

っ
南
小
つ
北
小
瑞
雲
中
昭
和
中
春
P
T
A

皆
様
に
は
、
日
頃
地
域
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
有
琴
っ
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
、
過
日
、
武
蔵
野
会
館
運
営
委
員
会
と
し
て
初
め

て
の
活
動
行
事
で
あ
り
ま
す
「
安
全
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
協
力

員
」
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
・
児
童
主
従
の
安
全
に
早

速
御
理
解
・
ご
協
力
を
頂
き
、
重
ね
て
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
こ
れ
か
ら
の
方
も
多
い
か
と
存
じ
ま
す
が
、

ぁ
る
軽
度
の
数
の
協
力
者
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
様
に
一

会
し
て
い
た
だ
き
趣
旨
の
説
明
や
・
関
係
部
署
か
ら
の
お
願
い
・

皆
様
か
ら
の
意
見
等
も
頂
く
な
ど
・
左
記
に
よ
り
打
ち
合
わ
せ
会

を
行
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
出
席
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
秦
内
い

し
ま
す
。

最
後
に
重
ね
て
の
お
願
い
で
す
が
、
更
に
協
力
員
を
増
や
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
友
人
知
人
等
に
も
串
声
掛
け
い
た
だ
け
か

幸
い
で
す
。

●
日
時
六
月
十
真
土
）
午
前
十
時
～
十
毒
三
十
分

●
場
所
武
蔵
野
小
学
校
体
育
館

●
内
容
・
安
全
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
か
ら
の
説
明
と
お
廉
い

．
市
、
警
察
、
学
校
等
か
ら
の
お
願
い
と
留
意
事
項

・
皆
様
の
意
見
要
望
等

3
．
車
で
の
来
銀
を
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